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（新型コロナウイルス感染症57件を含む。）
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（新型コロナウイルス感染症226件を含む。）

3,173人
（新型コロナ
ウイルス感染
症1672件を
含む。）
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アウトプット指標

「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン（＝エイジフレンド

リーガイドライン）」に基づく高年齢労働者の安全衛生確保の取組（安全衛生

管理体制の確立、職場環境の改善等）を実施する事業場の割合を2027年まで

に50％以上とする。

①「エイジフレンドリーガイドライン」に基づく、高年齢労働者の就労状況等を

踏まえた安全衛生管理体制の確立、職場環境の改善等の取組の推進

② 転倒災害対策が対策を講ずべきリスクであることを認識した上での取組の推進

③ 健康診断情報の電磁的な保存・管理や保険者へのデータ提供を行い、プライバ

シー等に配慮しつつ、保険者と連携して、年齢を問わず、労働者の疾病予防、

健康づくりなどのコラボヘルス（「事業場における労働者の健康保持増進のた

めの指針＝THP指針」）の推進

アウトカム指標

増加が見込まれる60歳代以上の死傷年千人率を2022年と比較して2027年ま

でに男女ともその増加に歯止めをかける。

（2022年60歳代以上の死傷年千人率 男2.53 女 3.39）
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https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/000815416.pdf

エイジフレンドリーガイドラインのダウン
ロードは、右のＱＲコード若しくは、下の
URLよりできます。

働く高齢者が増えてます。60歳以上の雇用者数は過去

10年間で1.5倍に増加、特に商業や保健衛生業をはじめ

とする第三次産業で増加しています。

こうした中、労働災害による死傷者数では60歳以上の

労働者が占める割合は26％（2018年）で増回傾向にあ

ります。労働災害発生率は、若年層に比べ高年齢層相対的

に高くなり、中でも、転倒災害、墜落・転落災害の発生率

が若年層に比べて高く、女性が顕著です。

高齢者は身体機能が低下すること等により、若年層に

比べ労働災害の発生率が高く、休業も長期化しやすいこと

が分かっています。

体力に自信がない人や仕事に慣れていない人を含めす

べての働く人の労働災害防止を図るためにも、職場環境改

善の取組が重要です。

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/000815416.pdf
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事業者は、以下の1～5について、高年齢労働者の就労状況

や業務の内容等の実情に応じ、国や関係団体等による支援も活

用して、実施可能な労働災害防止対策に積極的に取り組むよう

に努めてください。

事業者に求められる事項

1 安全衛生管理体制の確立

ア 経営トップによる方針表明と体制整備

・企業の経営トップが高齢者働災害防止対策に取り組む方針を

表明します。

・対策の担当者や組織を指定して体制を明確化します。

・対策について労働者の意見を聞く機会や、労使で話し合う機

会を設けます。

※参考事項

高年齢労働者が、職場で気付いた労働安全衛生に関するリス

クや働く上で負担に感じていること、自身の不調等を相談で

きるよう、社内に相談窓口を設置したり、孤立することのな

くチームに溶け込んで何でも話せる風通しの良い職場風土づ

くりが効果的です。

イ 危険源の特定等のリスクアセスメントの実施

・高年齢労働者の身体機能の低下等による労働災害発生リスク

について、災害事例やヒヤリハット事例から洗い出し、対策

の優先順位を検討します。

・リスクアセスメントの結果を踏まえ、2以降の具体的事項を

参考に取組事項を決定します。
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2 職場環境の改善

（１）身体機能の低下を補う設備・装置の導入（主としてハー

ド面の対策）

・高齢者でも安全に働き続けることができるよう、施設、設

備、装置等の改善を検討し、必要な対策を講じます。

・以下の例を参考に、事業場の実情に応じた優先順位をつけて

改善に取り組みます。

※対策の例

・通路を含め作業場所の照度を確保する。

・警報音等は聞き取りやすい中低音域の音、パトライト等は有

効視野を考慮

・階段には手すりを設け、可能な限り通路の段差を解消する。

・不自然な作業姿勢をなくすよう作業台の高さや作業対象物の

配置を改善する。

・涼しい休憩場所を整備し、通気性の良い服装を準備する。

・防滑靴を利用させる。

・解消できない危険個所に標識等で注意喚起。

・リフト、スライディングシート等を導入し、抱え上げ作業を

抑制。

・水分・油分を放置せず、こまめに清掃する。
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（2）高年齢労働者の特性を考慮した作業管理（主としてソフ

ト面の対策）

・敏捷性や持久力、筋力の低下等の高年齢労働者の特性を考慮

して、作業内容等を見直しを検討し、実施します。

・以下の例を参考に、事業場の実情に応じた優先順位をつけて

改善に取り組みます。

※対策の例

＜共通的な事項＞

・事業場の状況に応じて、勤務形態や勤務時間を工夫すること

で高年齢労働者が就労しやすくします（短時間勤務、隔日勤

務、交代制勤務等）。

・ゆとりのある作業スピード、無理のない作業姿勢等に配慮し

た作業マニュアルを策定します。

・注意力や集中力を必要とする作業について作業時間を考慮し

ます。

・身体的な負担の大きな作業では、定期的な休憩の導入や作業

休止時間の運用を図ります。

＜暑熱な環境への対応＞

・一般に年齢とともに暑い環境に対処しにくくなるので、意志

的な水分補給を推奨します。

・始業時の体調確認を行い、体調不良時に速やかに申し出るよ

う日常的に指導します。

＜情報機器作業への対応＞

・データ入力作業等相当程度拘束性がある作業では、個々の労

働者の特性に配慮した無理のない業務量とします。
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3 高年齢労働者の健康や体力の状況の把握

（1）健康状況の把握

・労働安全衛生法で定める雇入時および定期の健康診断を確実

に実施します。

・その他、以下に掲げる例を参考に、高年齢労働者が自らの健

康状況を把握できるような取組を実施するよう努めます。

（2）体力の状況の把握

・高年齢労働者の労働災害を防止する観点から、事業者、高年

齢労働者双方が体力の状況を客観的に把握し、事業者はその

体力にあった作業に従事させるとともに、主な高年齢労働者

を対象とした体力チェックを継続的に行うよう努めます。

・体力チェックの対象となる労働者から理解が得られるよう、

わかりやすく丁寧に体力チェックの目的を説明するととも

に、事業場における方針を示し、運用の途中で適宜その方針

を見直します。

（3）健康や体力の状況に関する取扱い

健康状況等を取り扱う際には、「労働者の心身の状態に

関する情報の適正な取扱いのために事業者が講ずべき措置に

関する指針」を踏まえた対応が必要です。

また、労働者の体力の状況の把握に当たっては、個々の

労働者に対する不利益な取扱いを防ぐため、労働者自身の同

意の取得方法や情報の取扱方法等の事業場内手続について安

全衛生委員会等の場を活用して定める必要があります。
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4 高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応

（1）個々の高年齢労働者の健康や体力の状況を踏まえた措置

脳・心臓疾患が起こる確率は加齢に従って徐々に増加するとされ

ており、高年齢労働者については基礎疾患の罹患状況を踏まえ、労働

時間の短縮や深夜業の回数の減少、作業の転換等の措置を講じます。

（2）高年齢労働者の状況に応じた業務の提供

健康や体力の状況は高齢になるほど個人差が拡大するとされてお

り、個々の労働者の状況に応じ、安全と健康の点で適合する業務を

マッチングさせるよう努めます。

（3）心身両面にわたる健康保持増進措置

・「事業場における労働者の健康保持増進のための指針」や「労働者の

心の健康の保持増進のための指針」に基づく取組に努めます。

・集団と個々の高年齢労働者を対象とした身体機能の維持向上に取組む

よう努めます。

・以下の例を参考に、事業場の実情に応じた優先順位を付けて取り組み

ます。

5 安全衛生教育

（1）高年齢労働者に対する教育

・高齢者対象の教育では、作業内容とリスクについて理解させるため、

時間をかけ、写真や図、映像等の文字以外の情報も活用します。

・再雇用や再就職等により経験の少ない業種、業務に従事する場合、特

に丁寧な教育訓練を行います。

（2）管理監督者等に対する教育

・教育を行う者や管理監督者、共に働く労働者に対しても、高年齢労働

者に特有な特徴と対策についての教育を行うよう努めます。
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エイジフレンドリー補助金に関する情報は、下のURLからご確認
ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09940.html

「令和5年度エイジフレンドリー補助金」の
ご案内は、右のＱＲコードからダウンロー
ドできます。

生涯にわたり健康で長く活躍できるようにするため、一人ひとりの

労働者は、事業者が実施する取り組みに協力するとともに、自己の健

康を守るための努力の重要性を理解し、自ら健康づくりに積極的に取

り組むことが必要です。

個々の労働者が、自らの身体機能の変化が労働災害リスクにつなが

り得ることを理解し、労使の協力の下、以下の取り組みを実情に応じ

て進めてください。

・自らの身体機能や健康状況を客観的に把握し、健康や体力の維持

管理に努めます。

・法定の健康診断を必ず受けるとともに、法定の健康診断の対象と

ならない場合には、地域保健やや保険者が行う特定健康診査等を

受けるようにします。

・体力チェック等に参加し、自身の体力の水準を確認します。

・日ころからストレッチや軽い運動等を取り入れ、基礎的体力の維

持に取り組みます。

・適正体重の維持、栄養バランスの良い食事等、食習慣や食行動の

改善に取り組みます。

労働者に求められる事項

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09940.html
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抜粋

エイジアクション100のダウンロードは
右のＱＲコード若しくは下のURLからダ
ウンロードしてください。

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/age_action_100.pdf

中央労働災害防止協会作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/age_action_100.pdf
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転倒等リスク評価セルフ
チェック票のダウンロー
ドは右のＱＲコード若し
くは下のURLから

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-
roudoukyoku/content/contents/001458092.pdf

転倒等災害評価セルフチェ
ック実施マニュアルのダウ
ンロードは右のＱＲコード
若しくは下のＵＲＬから

https://www.mhlw.go.jp/new-
info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/101006-1a_07.pdf

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-
https://www.mhlw.go.jp/new-
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